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１．概要
　当科の主な診療領域は、腎炎・ネフローゼ症候群・腎不全（腎後性以外）など、内科的腎臓病一般で
ある。尿路結石や腫瘍は取り扱っていない。また、透析患者のシャントトラブルも扱っていない。
　豊橋市民病院は東三河地域の基幹病院であり、その中で当科は医師がわずか４人という内科の中で一
番小さな科であるが、多種多様な病態の診療に携わっている。実際、急性腎不全（AKI）を始めとする
重症患者の血液浄化の依頼やコンサルトは多く、慢性腎不全（CKD）や維持透析患者の合併症の治療
にも関っている。
　腎炎やネフローゼ症候群には、名古屋大学腎臓内科の御支援の下、積極的に腎生検を行い、診断・治
療に役立てている。末期慢性腎不全に対しては、血液透析を導入するのみならず、院内の移植外科とも
連携し、腎移植にも対応している。また一昨年度、腹膜透析（CAPD）も、小規模であるが再開にこぎ
つけた。
　その他に、MEや看護師の協力により、血漿交換・免疫吸着・持続的血液ろ過透析（CHDF）などを
病態に応じて施行している。

（部長　山川　大志）

腎臓内科

慢性腎不全 688件（46.5％）

体液、電解質及び酸塩基平衡以上
384件（25.9％）

慢性腎炎症候群 63件（4.3％）

単独たんぱく尿 52件（3.5％）

ネフローゼ症候群 93件（6.3％）

その他 9１件（6.1％）
全身性エリテマトーデス〈SLE〉 15件（1.0％）急速進行性腎炎症候群 17件（1.1％）

急性腎不全 36件（2.4％）

腎及び尿管の障害 41件（2.8％）

●疾患別頻度 総件数：1,480件

●科指定５疾患

疾　患　名 件　数（件） 疾　患　名 件　数（件）
１ 慢性腎不全 ６８８ ４ 急性進行性糸球体腎炎 １７
２ ネフローゼ症候群 ９３ ５ IgA 腎症 １５
３ 急性腎不全 ３６ 計 ８４９
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学会発表（医局）
＜腎臓内科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 発表年月日

1

関節リウマチの治療経過中に乾酪
性肉芽腫を伴う全身性リンパ腫腫
脹を認め、その後の再生検により
Hodgkinリンパ腫の診断に至った
一例

筆頭演者 尾関　貴哉 第58回日本リウマチ学会総
会・学術集会 2014/4/26

2
痙攣発作を契機に発症し、MRIの
拡散強調画像が診断に有用であっ
た運動後急性腎不全の１例

筆頭演者 渡邉　絢史 第223回日本内科学会東海地
方会 2014/6/15

3 クラミジア・トラコマティス感染
に関連した大動脈炎症候群の１例 筆頭演者 服部　俊彦 第223回日本内科学会東海地

方会 2014/6/15

4
高血糖高浸透圧症候群（HHS）に著
明な高ナトリウム血症と横紋筋融
解症による急性腎障害を合併した
一例

筆頭演者 野村　理恵 第44回日本腎臓学会西部学術
大会 2014/10/4



＜腎臓内科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 発表年月日

1 指定討論「痙攣発作と急性腎障害
を反復した若年男性の一例 筆頭演者 渡邉　絢史 第78回名古屋腎疾患研究会 2014/2/25

2
特別講演
保存期CKDにおけるダルベポエ
チンアルファの使用について

筆頭演者 山川　大志 東三河若手医師のための学術
セミナー 2014/3/14

3 熱源不明で入院した22歳の女性症
例について 筆頭演者 尾関　貴哉 東三河膠原病セミナー2014 2014/10/17

4
特別講演
保存期CKDにおけるダルベポエ
チンアルファの使用について

筆頭演者 山川　大志 東三河若手医師のための学術
セミナー 2014/10/31

研究会発表（医局）



座長・司会（医局）
＜腎臓内科＞

№ 演　　題　　名 座長名 学会・研究会名 発表年月日

52/2/4102会究研患疾腎屋古名回87第志大　川山討検例症1
82/2/4102ーナミセ腎のめたの医修研志大　川山演講別特2

志大　川山演講別特3 東三河若手医師のための学術セミ
ナー 2014/3/14

72/9/4102会強勉病原膠・症染感河三東志大　川山演講別特4
71/01/41024102ーナミセ病原膠河三東志大　川山演講別特5

志大　川山演講別特6 東三河若手医師のための学術セミ
ナー 2014/10/31



講　　演（医局）
＜腎臓内科＞

№ 演　　題　　名 演者名 学会・研究会名 発表年月日

1 慢性骨髄性白血病に対するダサチニブ
投与で内皮障害を呈した１例 山川　大志 名古屋腎病理懇話会３月度例会 2014/3/28


